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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和6年3月号

交代される委員さんからメッセージをいただきました！
新型コロナウィルス感染症が5類に移行され、守る会の定例会も、zoom（オンライン）

開催や2階ホールでの開催から、通常通り1階和室での開催ができるようになりました。荻

町では観光客も戻り、ゴミ問題や交通対策、担い手不足など、多くの課題に直面していま

す。目まぐるしい時代の変化の中で、委員を努めてくださった方から、守る会に参画して

感じたことや、地域に期待することをお聞きしましたので、以下に紹介します。

今藤建二さん（副会長）

12年間ありがとうございました。守る会に携わって、景観を守るための生活環境の大変

さを感じてきました。昔とは変わってきた事もあり、守れなくなってきた部分もあります

が、少しずつ変革しながら、大切な歴史や文化を、これからもしっかり守っていってほし

いと思います。会長はじめ役員の皆様、どうぞ宜しくお願い致します。

神田栄治さん（合掌環境部長）

1期2年と短い間でしたが、ありがとうございました。自分が役員になり感じた事は、役

員の皆さんは本当に一生懸命で真剣に取り組んでいるということです。立場は変わります

が、これからも皆さんの思いを共有し、応援していきたいです。

鈴口悦子さん（宿泊業）

日本を代表する観光地となった白川郷。まさか合掌造りが、このように有名になるとは、

子どもの頃は考えもしなかったことです。

合掌造りでの暮らしは、暗く虫との闘いでもあり、冬は寒く家の中まで雪が積もり、春

が待ち遠しい思いでした。子どもの手伝いとして、毎日板の間を箒で掃き、水ぶきし、黒

光りしてツヤが出ていました。家の中では、牛、馬、羊と一緒に暮らし、馬は材木を運び

出し、牛は田を耕し、羊は毛を刈って毛糸から衣類へ。彼らも家族の一員として話しかけ、

餌をやりました。2階では蚕を飼い、学校から帰ると、桑の葉を取りに行き、蚕が見えない

くらいに桑の葉をかぶせました。その他にも田の水やり等、たくさんの仕事を任されてい

て、さぼりながらも頑張っていました。

その昔「陸の孤島」とも呼ばれていた白川郷。社会に出て白川出身と言えば「バスは通

ってる？」「猿と遊んで育ったの？」などと言われて、説明が面倒で高山出身ですと嘘を

ついた事もありました。今の子どもたちは、胸を張って「白川郷」と出身地が言える事に

時の流れを感じます。時の流れと共に、人々の考えも変わっていきますが、先祖が苦労し

て守ってきた世界に誇れる合掌造り。「守る会がある限り」「住んで守っている者がいる

限り」世界遺産白川郷は、これからも愛されていくことでしょう。

滝麻衣子さん（女性会）
1年間ありがとうございました。私たちは「荻町地区に暮らす全ての住人が守る会の会

員」という事を忘れず、今後も守る会の中身を知り、景観や暮らしを守っていけたらいい
なと思います。
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2月の活動報告 ※4月の定例会は10日（水）を予定（公民館和室にて）
8日 定例会 9日 ねそ2月号発行（総務部）

3月の協議事項（現状変更申請に関わって） 3月7日開催
＊＊＊＊･･･歩道整備工事 ＊＊＊＊･･･仮設屋根の設置
白川村教育委員会･･･風速計の設置 ＊＊＊＊･･･屋根トタン葺き替え
＊＊＊＊･･･道路舗装の打ち換え ＊＊＊＊･･･仮設テントの設置
＊＊＊＊･･･解体 ＊＊＊＊･･･桜古木伐採 ＊＊＊＊･･･車庫外壁張替
＊＊＊＊･･･解体 ＊＊＊＊･･･木造建物新築 ＊＊＊＊･･･北側窓の変更

尾崎由枝さん（女性会）
1年間、女性会として定例会に参加させていただき、荻町、合掌造りを守っていく大変さ

と、色んな方々の支えがあって守られているんだという事を感じました。時代と共に問題点
や改善点が出てくる事も多々あると思いますが、荻町の一員として携わっていけたらと思い
ます。1年間ありがとうございました。

野谷芽衣子さん（女性会）
初めて守る会に参加させていただきましたが、とても貴重な経験でした。定例会では申請

事項1つ1つに対して、どのように協議されているのかを知ることができ、自分自身知らな
い事ばかりだったのでとても勉強になりました。どんな小さな事でも、皆さんが意見交換し
協議している姿には感心させられました。今回関わらせていただいた事で、改めて守る会や
毎月の定例会の大切さを感じたように思います。1年間ありがとうございました。

堅田瑞穂さん（東下組）
住みやすい環境づくりを考えながら、文化を守り未来へつなげて行くことはとても難しい

ことだと、会議に出席するたび思いました。今後も住民の生活を一番に考え、文化が壊され
ないよう努力していかなければならないと思います。引き続き協力させていただきます。2
年間ありがとうございました。

大谷直之さん（西上組）
2年間ありがとうございました。初めて守る会に参加させて頂き、様々な議論を目の当た

りしました。こんな風に荻町を守っているんだと感心しましたし、次世代の子供が帰ってき
やすいような村を期待しています。今後ともよろしくお願いいたします。

福田麻衣子（中屋組）
初めて組の委員として守る会に参画させていただきました。協議事項を伝えることはもち

ろん、守る会＝地域が目指すことや、各部会、団体の動き、最近では「荻町構想計画会議」
の意義等、組のみなさんにどのようにしたら伝えられるか、ご意見をいただけるか、共感を
得られるか、考え続ける日々であり、組委員の立場の重要性と責任を再認識した2年間でし
た。組委員は交代しますが、これからも「ねそ」の作成を中心に、守る会に関わってまいり
ますので、引き続き住民みんなで、50年後の未来を考えていきたいなと思います。

･･･委員を務めてくださった皆さん、ありがとうございました。この場をお借りして感謝申
し上げます。荻町に暮らす人全員が守る会の会員です。今後とも宜しくお願いいたします。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
①観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
②店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。
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